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福智山ダムが完成した 2004 年頃、直方市では、どんな出来事があったのでしょう。 

また、この年は、どんな年だったのでしょう 

平成 16 年～平成 18 年 

平成 16 年(2004 年) 

コミュニティバス「なのはな君」運行開始 

この年、日本で新紙幣発行 

平成 17 年(2005 年) 

「続直方歴史物語」単行本を発刊 

この年、ドラえもん声優一斉交代 

平成 18 年(2006 年) 

公共下水道共用開始 

この年、第一回ワールド・ボール・クラシック開幕 

 

<福智山の修験道> 

 福智山の修験道の歴史は古く、養老 7 年（723 年）、英彦山法蓮の高弟の釈教順によって開山され

ました。教順が夢のお告げを受け、保食神、伊弉諾命、大己貴命を福智権現として山頂に祭ったのが

始まりと言われています。英彦山より 10 年も早い開山でした。釈教順の墓は、福智町上野の福泉坊

にあります。「福智」という名前は経典の「彦山秋峯観心」にある「福は福徳荘厳、智は智慧荘厳」か

らとられたとされています。鎌倉時代、彦山座主より９名の僧都が遣わされ、15 坊となり、元寇の時

には福泉坊で護摩が行われ、多くの山伏が国家安泰を祈祷しました。室町時代になると、福智山から

英彦山を往復する峯入りが始まり、明治 3 年まで行われていました。戦国の戦乱で一時廃れましたが、

江戸時代に入ると復活し６坊が開かれ、山頂にあった権現社は老幼の参詣に不便ということで、祠を

失くし、筑前側は鳥野神社と福地神社、豊前側は福智上宮神社、福智下宮神社の２カ所に移され、両

国の信仰を集めました。 

遠賀川とその後ろに連なる福智山地は、ふるさとの風景といえるでしょう。その主峰の

福智山は、標高 900ｍ、直方市・北九州市・福智町にまたがり、登山者も多く訪れます。

頂上の国見岩からは３６０度のすばらしい景観が広がり、登山者の目を楽しませてくれま

す。山頂には山小屋とバイオトイレが完備され喜ばれています。修験道の創始である役行

者が訪れたとか、伝教大師最澄や弘法大師空海が唐から帰還した際に塔や鐘楼を寄進した

など、多くの伝説が残っています。 

「ふくおか歴史の山歩き」 Ｎ291 ケ 

「直方市史上巻」 NL219 ノ   

「上境わたしたちのふるさと」 NL219 ノ 

「赤池町史」 NL219 チ  



 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
直方市立図書館 

 直方市山部 301-1 ユメニティのおがた内 

TEL 0949-25-2240 FAX 0949-23-3902 

http://www.yumenity.jp/library/library.htm

l 

はじめの一歩 ～郷土資料の紹介～ 

直方市立図書館にある郷土関係の本を紹介していきます。 

郷土の歴史や文化に興味をもっていただくきっかけになればと思っています。 

 

福岡で昔から歌い継がれてきた「わらべ歌」や親しまれてきた「遊び」についてご紹介。 

『福岡のわらべ歌 日本わらべ歌全集２３上』 友野晃一郎/著 NL388 ケ 

『筑前のわらべ遊び』      原田種夫/文 NL384 ケ 

『福岡県につたわる こどもの遊び』         福岡県小学校体育研究会  

北九州市小学校体育研究会/編著 

    N384 ケ 

 

  「君がためひとしおあきの色みせて 匂うは岸のもみぢなりけり」 

元禄 8（1695）年の秋、第四代直方藩主黒田長清公が頓野の近津宮を参詣した折り、宮司の

水田辰舎は美しい紅葉に寄せて和歌をささげました。それを受けて長清公は 

「千加津川きしのもみぢばこころあらば また来む秋の色なわすれそ」 

と返しました。長清公は第三代長寛公が福岡藩主になったため、四代藩主として元禄元年 6 月に

初めて江戸から直方に赴きました。若き藩主と宮司との交流の証として、近津宮には歌碑が残さ

れています。 

 元禄 13（1670）年春、福地宮へ参詣した折りには花見の宴が催されました。その時同行した

多賀宮司青山敏文が詩を献じたことから「福地三所神記」を記すよう命じられました。青山敏文

の才能を認めた長清公は参勤交代の際敏文を伴い、それをきっかけに荷田春満の弟子となり、賀

茂真淵らと名前を連ねるようになりました。長清公の時代には俳諧も盛んになり、直方藩士の有

井浮風は芭蕉の高弟の志太野坡の弟子となり、後に俳人として独立しました。能や歌舞も好んだ

ようで、多賀神社で能の観劇や植木役者による雨ごい祈願の踊りなどを催し、町人百姓も招き共

に楽しみました。 

 長清公は病弱だった福岡藩主の代理も務め、藩の改革も行うなど多忙でした。長清公にとって

直方は好きな文化に触れ、心くつろげる地だったのかもしれません。長清公の息子で６代福岡藩

主となった継高公も和歌に心を寄せ、歌人として知られていました。 

「郷土直方 7 号」 Ｎ219 ﾉ 

「直方歴史ものがたり」 N219 ﾉ 


